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担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

本市が持つ、小牧山やまつり、イベント、特産品などの地域資源を、さまざまな媒体を活用し

て市内外へプロモーションを行った。

また、シティプロモーション自治体連絡協議会主催のサミットに参加するなど、シティプロ

モーションの効果的な取り組み等について、情報収集、勉強を行った。

◆平成26年度実施内容

・フェイスブックを利用した情報発信

平成25年度に開設した市公式フェイスブックページについて、ほぼ毎日記事をアップし、市

の魅力発信に努めた。また、市民や市職員向けに、フェイスブックの有効性などを啓発する

講座を開催した。

公式ページへのいいね数：1359　事業費：453千円

・地域ブランドPRグッズの作成

地域ブランドにより目指す街のイメージを、市民と共有しやすくするため、ロゴマークあしらっ

たグッズを作成し販売をするとともに、売上金を「こども夢・チャレンジ基金」に積み立てた。

作成したブランドグッズ：ピンバッジ、コップ、タンブラー、絆創膏、傘、手ぬぐい

ブランドグッズ作成費：8,044千円（ブランドグッズ売上代金：430千円）
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分野別計画

予算区分

事業期間

観光推進体制を強化する
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平成２６年度

産業・交流
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シティプロモーション課

観光交流係

33

平成３１年度以降

シティプロモーション

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

さまざまな地域資源を活用し、本市のブランド力を高めるとともに、本市の魅力を市内外に

発信することにより、本市に「訪れたい人」「住みたい人」「住み続けたい人」を増加させる。

内容
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地域ブランドPRグッズ販売代金　ピンバッジ（@100円）、コップ（@300円）、タンブラー（350ｍｌ@350

円、500ｍｌ@500円）、絆創膏（@100円）、傘（@500円）、手ぬぐい（@300円）　平成26年度売上総額

430,900円
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費用合計
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従事者数

その他職員

人件費

正職員

従事者数

人件費

ブランドグッズ作成費：8,044千円（ブランドグッズ売上代金：430千円）

・シティプロモーション自治体連絡協議会への参加

協議会主催のサミットに参加し、シティプロモーションの効果的な取り組み等について、情報

収集、勉強を行った。

シティプロモーション自治体連絡協議会負担金：2千円

・TSUNAGART事業

シティプロモーションのリーディング事業として、市観光協会、メナード美術館、市が核とな

り、アートを媒介に多様な主体がつながり、地域の魅力を掘り起こし、発信していく

「TSUNAGART事業」を立ち上げた。（平成26年度は立ち上げまで）

事業費：0円

印刷製本費：2,506千円（名刺台紙、市勢要覧）

◆平成27年度直接経費の内訳

報償費200千円　旅費727千円　需用費1,400千円　負担金2,030千円
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事業実施におけ

る課題

シティプロモーションの必要性や意義が庁内に浸透しておらず、市全体として効果的・

効率的なシティプロモーションが行えていない。
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成果指標名

これからも住み続けた

いと思う市民の割合

活動指標名

市公式フェイスブック

ページへのいいね数

事業番号

事業の

達成状況

市公式フェイスブックについて、フェイスブックが持つ即時性や双方向性などの特性を

生かした活用をすることにより、開設当初から順調にいいね数を伸ばし、市の魅力発

信とともに、市への誇りや愛着の醸成に寄与した。

また、シティプロモーションに取組む先進自治体が加盟する協議会主催のサミットに

参加し、情報収集に努めた。
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既存のTSUNAGART事業の検証・改善を行うとともに、新たなプロモーション手法の検

討も行う。
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２８年度以降

の改善案

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

今年度末に「小牧市観光振興計画・小牧市観光重点プラン」が策定され、平成28年度

から各観光推進施策に着手していくため、これと並行し、効果的・効率的なプロモー

ション活動を展開するため。

判定理由

今後の分権型社会のさらなる進展により、自治体間競争が今以上に激化すると思わ

れ、事業を縮小・廃止することにより、本市の魅力や特性を効果的に発信することが

できなくなり、市勢が後退してしまう恐れがある。

維　持

市内外へ本市の魅力をPRするため、観光情報誌制作費の一部を負担する。

TSUNAGART事業をはじめとして、今年度末に策定予定の「小牧市観光振興基本計

画」に定める各観光推進施策を効果的・効率的にプロモーションする事業を検討・構

築する。

判　定　理　由

維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定
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一次評価のとおり。

これまでの実施内容の実績と効果を検証し、より効果的なプロモーションの

推進に努めること。推進に努めること。


